
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○（学校独自重点取組）
  学習内容の定着に向けた分かりやすい授業
の実践

○「授業が分かりやすい」と肯定的に回答する
生徒の割合80％以上、「わかりやすい授業展
開に努めている」と肯定的に回答する保護者
の割合80％以上
○「家庭学習への取り組み方がよくなった」と
肯定的に回答する生徒の割合80%以上、保護
者80%以上

・「授業づくりのステップ１・２・３」を意識した授
業実践及び電子黒板やタブレット等の利活用
推進
・家庭学習の習慣づけ及び内容充実を目的と
した週4回の全校一斉「学習タイム」の設定と
実践
・ＰＤＣＡサイクルを取り入れた校内研究と学力
向上対策委員会の2本柱での学力向上対策の
充実

B

・「授業が分かりやすい」と回答した生徒の割合と、
「分かりやすい授業展開に努めている」と回答した保
護者の割合がともに、８０％以上であり、今後も引き
続き指導法の工夫改善に努めることが大切である。
・「家庭学習への取り組み方がよくなった」と肯定的に
回答する保護者の割合が６５％にとどまっており、生
徒の学習時間をみても１時間以内と回答する生徒の
割合が４０％になっていることから、家庭での学習習
慣の定着不足が感じられる。今後は「学習タイム」の
設定について工夫改善が必要である。

B

・「授業が分かりやすい」と肯定的に回答する生徒の
割合は８５．８％で目標を上回った。学習の流れを視
覚化する他、ワークシートや電子黒板等のICT機器
などを工夫して授業展開を図った効果が見られた。
・「わかりやすい授業展開に努めている」と肯定的に
回答する保護者の割合は８１．３％で、目標と同程度
であり、昨年度79.3％の結果とほとんど変わらない。
学力向上の取組に関して保護者への周知がやはり
課題である。
・「家庭学習への取り組み方が良くなった」と肯定的
に回答する保護者の割合が６１％であり、生徒の家
庭での学習時間を見ても、１時間未満が４９．２％と

B

・学力向上目標について、運実践内容の結果を踏ま
えておおむね達成と考える。
・タブレット等を活用した授業改善に今後も取り組む
必要がある。 ・研究主任

・学力向上コーディネー
ター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身に付ける教育
活動

〇「相手の気持ちを考えた行動や発言ができ
ている」と肯定的に回答する生徒の割合80％
以上、保護者80％以上

・日頃の教育活動全般を通じて、生徒の自己
肯定感を高めるような声かけを行うと共に特別
活動等を通じて互いに認め合う取り組みの実
践
・「ＡＪＩＳＡＩ運動」の推進
・「すてきボード」など生徒をほめる場の設定
・「特別の教科道徳」の指導方法工夫改善
・生徒会を中心とした人権集会の実施

B

・「相手の気持ちを考えた行動や発言ができている」
と肯定的に回答した生徒は８６％、保護者は８８．
６％だった。
・毎日帰りの会で「今日のステキ」を生活班で話し合
い、発表している。また、記入した用紙を「すてきボー
ド」等を利用して掲示することで、お互いに良いところ
を見つけあい称賛しあう雰囲気ができている。

B

・中間結果と比較して、「相手の気持ちを考えた行動
や発言ができている」と肯定的に回答した生徒は８
９．２％であり、周りの友達のことを考えて行動する
生徒が増加しつつあると考える。
・「特別の教科道徳」で道徳心や相手を思いやる心の
育成を図る他、生徒課主催で人権集会を開催し互い
の認め合う心の育成に取り組んむことで少しづつで
はあるが友達を大切にする雰囲気ができつつある。

B

・自己肯定感を高める指導の結果を踏まえておおむ
ね達成と考える。
・実態調査に基づいた改善により一層励んでほし
い。特に、特別の教科道徳の指導については更なる
改善を重ねて良い指導にしていってほしい。
・保護者に対する一層の周知が必要。

・生徒指導主事
・教育相談担当

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○「安心して生活できる学校」だと肯定的に回
答する生徒・保護者の割合90％以上
○「いじめのない学校だと思う」と肯定的に回
答する生徒の割合80%以上、「子どもがいじめ
や差別をしないことを意識して生活を送ってい
る」と肯定的に回答する保護者80%以上

・学校生活アンケートの毎月実施及び年2回の
いじめ調査の実施
・年2回の教育相談週間及びＱ－Ｕテストの実
施
・生徒指導部会、教育相談部会、特別支援教
育部会の定例開催による情報共有及び取り組
みの改善・充実
・つぶやきノート（日記形式）の実践
・いじめの定義等に関する研修会の実践
・ネットいじめ防止に関する研修会（講演会）を
１回以上実施

B

・生徒アンケートでは、「安心して生活できる学校」だ
と肯定的に回答する生徒の割合が８８．１％で、昨年
度より増加した。また、「いじめのない学校と思う」と
肯定的に答えた生徒６０．７％で昨年度より増加し
た。
・毎月の学校生活アンケートや教育相談、つぶやき
ノートの中で気になる生徒にはすぐに話を聞くなど対
応を行った。
・生徒指導協議会では情報共有や学年の課題、改善
策等を話し合った。
・ネットいじめ防止に関する研修として、講話を生徒
共に視聴する機会を設けて、SNS対応についての生
徒及び教職員の意識向上を図った。

B

・学校評価アンケートで「安心して生活できる学校だ」
と答えた生徒の割合は７９．６％、保護者が約７８．
１％であり、約80％近い値を得ているが、中間評価
時の値よりも低下している。引き続き、いじめや問題
行動等への適確な対応が必要と考える。
・「いじめのない学校と思う」と答えた生徒は約３８．
１％であり、今後の対応として、日頃の教師の見取り
をはじめ、その他に毎月の学校生活アンケートや教
育相談、つぶやきノートの中で気になる生徒にはす
ぐに話を聞くなど対応を確実に行っていくことを教師
間で確認した。引き続き、道徳などの授業に加えて、
学校生活全体で自己肯定感が高まる取り組みの充
実を図りたい。

B

・いじめへの対応については、おおむね達成できて
いる。
・より人権にかかわる様々な内容の学習の充実に引
き続き取り組んでほしい。
・地域と連携した生徒指導の取り組みを今後益々
行ってほしい。 ・生徒指導主事

・教育相談担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向
けて意欲的に取り組もうとするための教育活
動。

〇県教育の合言葉「ほめるからはじめる、はじ
まる」を意識して教育活動を行っていると回答
する職員の割合100%
〇「先生はあなたのよいところを認めてくれて
いると思う」と回答した生徒80％以上
◎〇「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした生徒80％以上

・県教育の合言葉「ほめるからはじめる、はじ
まる」の職員への周知徹底及び実践
・すてきボードや授業の中での「本日の素敵さ
ん」など、ほめる場の設定と賞賛の声かけの
工夫
・キャリアパスポートの活用
・職場体験学習や職場見学、地域人材を活用
した講演会、ものづくり体験教室などの実施

B

・「先生はあなたの良いところ認めてくれていると思い
ますか」は、８３％と高い一方、１７％の生徒は認めて
もらっていないと回答している。今後は生徒の自己肯
定感を高めるような声掛けや支援を行う必要があ
る。
・毎時間の授業評価で、教科担任が選んだ「本時の
ステキ」を帰りの会で日直が発表し、学級全体で称賛
し合う雰囲気ができている。
・キャリアパスポートを活用し、目標をもって取りくめ
るように支援している。

B

・「先生はあなたの良いところ認めてくれていると思い
ますか」は、約８３％と高い一方、１７％の生徒は認
めてもらっていないと回答している。また、「学校はお
子さんの良いところを認めて伸ばそうとしています
か」については、７９．１％の保護者が肯定的にとらえ
ている。今後は引き続き、生徒の自己肯定感を高め
るような声掛けや支援を行う必要がある。

B

・目標はおおむね達成できていると考える。
・今後より一層、生徒が夢や目標をもてる仲間づくり
の学習を増やすことをお願いしたい。

・特別活動主任
・人権・同和教育担当

●健康・体つくり

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」
❹「安全に関する資質・能力の育成」
❺「健康を考えて行動できる能力の育成」

〇「健康に良い食事をしている」生徒90％以上
○「健康に食事は大切である」と肯定的に回答
する生徒の割合90％以上
〇児童生徒の交通事故発生０（ゼロ）
〇年１回以上の関係機関と連携した防災学習
の実施

・給食だよりの定期発行と内容の充実
・給食委員会（給食試食会）の実施による保護
者への啓発及びＰＴＡと連携した食育の推進
・衛生面に配慮した給食とマナー指導の徹底
・毎月1日の交通安全立哨指導の実施
関係機関と連携し、交通安全教室の各種の講
話を実施

A

・5月に全校生徒に対して「食に関するアンケート」を
実施した結果、「健康に良い食事をしている生徒」の
割合が82.8％、「健康であるために食事は大切であ
る」と肯定的に回答した生徒の割合が98.4％であっ
た。
・給食試食会を開催し、保護者に対して給食に関す
る情報提供と啓発を行った。

A

・「健康には食事が大切だと思う」と回答した生徒は
年間を通じて98.9％と前年度より上回っている。しか
し「朝食を毎日食べている」という回答では、全体で
は92.9％であるが、３年生に関しては90.5％とどの学
年よりも下回っていた。今後の課題としては朝食を取
る大切さを伝える取り組みを図りたい。

A

・目標を十分に達成できていると考える。
・食育の大切さを理解できる授業を充実させてほし
い。 ・給食・食育担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の
削減

〇教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限の遵守

・ＩＣＴの積極的利活用による事務の効率化推
進
・タイムカードによる時間外勤務時間の可視化
と結果に基づく面談の実施
・時間外勤務が多い教職員に対しての積極的
な声掛けと学校行事等の見直しの実施

B

・時間外在校時間の削減について、全職員に職員集
会時に呼びかけを行ったり、個人的に気になる教諭
に声掛けを行ったりすることで、教職員の意識向上
は図れたと考える。今後は仕事の優先順位効率等も
考え、より一層の業務効率化を図る必要がある。

B

・「業務効率化と時間外勤務の削減及び定時退勤に
努めている」と答えた教職員の割合は、７２．７％であ
り、時間外在校時間の削減について、全職員に職員
集会時に呼びかけを行ったり、個人的に気になる教
諭に声掛けを行ったりすることで、教職員の意識向
上を今後益々図る必要がある。

B

・実践内容の結果を踏まえておおむね達成と考え
る。
・業務改善については早急に対応することであるの
で、確実に実施してほしい。

・教頭

○（学校独自重点取組・任意）
　　「働き方改革」意識向上と実践

○部活動休養日、定時退勤日（週１）、年休取
得推進日の設定・徹底

・定時退勤日の設定
・部活動活動方針の見直し（活動時間及び長
期休業期間中の活動自粛期間設定）
・勤務間休憩11時間の「勤務間インターバル」
の導入および長期休業期間中の年休取得推
進

B

・毎週水曜日の定時退勤日や部活動休養日、夏季
休業日の部活動中止期間等も定着している。また、
教職員の年休取得を推進することで、年休取得の増
加が見られる。しかし、部活動の活動時間や実施日
数について改善するところもあり今後の課題である。

B

・毎週水曜日の定時退勤日や部活動休養日、冬季
休業日の部活動中止期間等も定着している。また、
教職員の年休取得を推進することで、年休取得の増
加が見られる。今後も保護者と連携しながら部活動
運営を円滑に行っていく必要がある。

B

・実践内容の結果を踏まえておおむね達成と考え
る。
・教職員の働き方改革の意識改革を益々推進してほ
しい。

・教頭

●特別支援教育の充実

○（学校独自重点取組・任意）
　「特別支援教育」の充実に向けた取組の実
践

〇個別の教育支援計画、教育計画を活かし、
一人ひとりに適切な支援の実施

・特別支援教育部会の定例開催による情報共
有（個別のケース会議も含む）及び取り組みの
改善・充実
・個別の支援計画及び指導計画の作成と特別
支援教育の研修実施
・SC及びSSWやSSF及び教育関係機関との連
携

B

・月に一度、特別支援教育部会を開催し、情報共有
や支援の手立てを協議し、生徒指導協議会で全職
員に共通理解をはかった。
・大学講師にむかえ、個別の教育支援計画、指導計
画をいかした支援についての研修を行った。新しい
様式になり、周知はできたが、作成が進まず、適切な
支援へとつなげられていない。
・個に応じて市子ども家庭課やSSWをまじえたケース
会議や、医療連携を行うこともあった。引き続き関係
機関との連携を続ける必要がある。

B

・月に一度、特別支援教育部会を開催し、情報共有
や支援の手立てを協議し、生徒指導協議会で全職
員に共通理解を図った。
・個に応じて、市子ども家庭課やSSWをまじえたケー
ス会議や、医療連携を行うこともあった。引き続き関
係機関との連携を続ける必要がある。
・一人一人の不登校生徒への対応やあじさいルーム
での学力保障についても今後検討する必要がある。

A

・実践内容の結果を踏まえて十分に達成と考える。
・教育活動への地域人材の更なる活用について検討
してほしい。
・今後もより一層取り組みに励んでほしい。

・特別支援教育コーディ
ネーター
・特別支援教育担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 ・学校目標、運営と関連して妥当、実践内容の結果を踏まえておおむね達成と考える。 ・教育活動の実践と生徒の生活や学力向上には、先生の安心（健康）が不可欠である。主な担当者

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○立腰教育の充実

○立腰教育の充実
○無言掃除

○「立腰の声がかかる場面では、正しく立腰し
ている」と肯定的に回答する生徒の割合80％
以上
○気持ちのよいあいさつができていると肯定
的に回答する生徒の割合80%以上、保護者80%
以上
●「無言掃除が心の成長につながっている」と
回答する生徒の割合が80％以上

・「みんなで立腰」の実施（朝、授業・掃除・帰り
の会・集会前）
・立腰集会の実施
・あいさつ、返事、後始末の徹底
・無言掃除への意識向上のための掃除集会や
職員研修の実施

B

・立腰集会や掃除集会では、意義を伝える集会を行
うことができた。「あなたは、「腰立」の声がかかる場
面では、正しく立腰の姿勢ができていますか？」９
２％と高い。「無言掃除が心の成長につながっている
と思いますか？」について８１％と高いが、無言掃除
が十分に意識してできているは言えない。今後、生
徒会と連携して無言掃除の定着を図る必要がある。

B

・「時間いっぱい無言掃除ができている」と回答した
生徒は７８．９％であり、中間評価時に比べ若干数値
が下がっている。「無言掃除が心の成長につながっ
ていると思いますか」について７３．９％にとどまって
おり、無言掃除が十分に意識してできているは言え
ない。今後、生徒会と連携して無言掃除の定着を図
る必要がある。

B

・学校目標、運営と関連して妥当、実践内容
の結果を踏まえておおむね達成と考える。
・今後も立腰教育の継続に励んでほしい。
・生徒会活動と連携し、立腰教育のより一層
の推進に励んでほしい。

・立腰教育担当
・清掃指導担当

○生徒会活動の活性化

〇生徒会の活性化及び生徒の出番・役
割の創出と承認

〇ＡＪＩＳＡＩ運動「気持ちのよいあいさつ」や「学
校や学級、友達のために役に立っている」と肯
定的に回答する生徒の割合を80％以上

・ＡＪＩＳＡＩ運動を意識した各校務分掌からの積
極的アプローチ
・生徒会本部及び各部の活動の活性化
・自己有用感や自己肯定感を高めることを目
的に生徒の出番や役割の創出

B

・生徒アンケートでは、AJISAI運動を肯定的に回答す
る生徒が、約94%と高く、各専門委員会で企画した生
徒集会を行うことで、AJISAIを意識した活動に取り組
むことができた。
・専門委員会は常時活動については、取り組めてい
たが、課題を見つけたり、解決するための活動まで
は及ばなかった。
・今年度より、学級討議を各学級総務委員が司会を
して進め、専門委員会の内容のみならず学級の課題
についても話し合う機会を設けたことで、主体的に活
動することができた。

A

・ＡＪＩＳＡＩ運動「気持ちのよいあいさつ」や「学校や学
級、友達のために役に立っている」と肯定的に回答
する生徒の割合は、９０．４％であった。また、「山内
中の生徒であることを誇りに思っている」と回答した
生徒は８２．９％であった。生徒会活動のAJSAI運動
を肯定的に捉えている生徒が多く、今後も生徒会活
動をより活性化し、生徒の出番や役割を増やしていく
必要があると考える。

A

・実践内容の結果を踏まえて十分に達成と考
える。

・生徒会担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

武雄市立山内中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・すべての項目でおおむね達成以上の結果を得ることができた。しかし、十分達成にはいたっておらず、項目によっては手立てが十分ではないところがあった。今後はその対応が課題と考える。
・「いじめのない学校と思う」と肯定的に答えた生徒６０．７％で低い結果がでた。いじめについては本校の大きな課題の1つと考える。今後は引き続き、仲間づくりを中心とした人権学習、道徳教育、発達支持的生徒指導の推進をより一層図り、いじめ防止、いじめの早期発見・対応に取り組んでいきたい。
・働き方改革についての取り組みは、本年度も教職員に強く推進してきたが、混後も引き続い対応していきたいと考える。
・次年度も学校の喫緊の課題である「不登校対策」「学力向上」「特別支援教育の充実」について、全職員共通理解のもと取り組んでいきたいと考える。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・昨年度は、教科全般にてICT機器（電子黒板やタブレット等）を活用して分かりやすい授業展開を図ったり、「読み取りタイム」や「ライティングタイム」を利用して読む力や書く力の育成に取り組んだりして、生徒一人一人の学力向上を目指した実践を行ってきた。その結果、学校評価の生徒の評

価項目の「ICT機器を活用した授業が自分の力につながっていると思いますか」については、全校生徒の約９割の生徒が肯定的な回答で答えている。しかし、家庭学習においての基礎的・基本的な学力の定着が不足しており今年度の課題である。

・生徒の困り感や悩みは多岐にわたっており、発達支持的生徒指導や課題予防的生徒指導を推進し、いじめ防止・早期発見・早期対応、教育相談や特別支援教育の充実に組織的に取り組む必要がある。

２　学校教育目標
「夢と誇りをもち、自ら学び、仲間とともにしなやかに伸びる生徒の育成」

  目指す生徒像　①「心豊かで、社会性のある生徒」　②「自ら学び、共に高め合う生徒」　③「心身ともに明るく健康な生徒」

３　本年度の重点目標   生徒の教育活動全般を通した立腰教育の充実および生徒会活動「AJISAI運動」の活性化

学校名


